
11 － 12
18 － 15
10 － 19
23 － 27
－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

4 6 0 3 0 2 ○ 4 12 0 6 0 4

○ 5 23 2 6 5 2 ○ 5 4 0 2 0 4

6 0 0 0 0 0 ○ 6 20 2 6 2 1

○ 7 3 1 0 0 2 ◎ 7 16 0 7 2 4

○ 8 5 0 2 1 2 8 2 0 1 0 0

○ 9 7 0 3 1 0 9 0 0 0 0 0

10 10 1 2 3 0 ○ 10 2 0 1 0 0

◎ 11 8 0 4 0 4 11 0 0 0 0 0

12 0 0 0 0 1 12 0 0 0 0 1

13 0 0 0 0 0 13 10 1 3 1 1

14 0 0 0 0 0 14 5 0 1 3 2

15 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0 0

16 0 0 0 0 0 16 0 0 0 0 0

17 0 0 0 0 1 17 2 0 1 0 1

18 0 0 0 0 0 18 0 0 0 0 0

62 4 20 10 73 3 28 8
○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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記載者 枝　折　康　孝 （所属） 山口県高体連バスケット専門部

1Q山口マンツーマン、豊浦はゾーンやマンツーマンDEFで相手リズムを崩しにかかる。残分7山口ＴＯ
で4-0と豊浦リード。ＴＯ後山口#4がルーズボールからの速攻で２連続得点する。ここから山口は堅さ
がとれ、#7のポストプレイを中心に点を重ねる。1Q11-12と山口リード。2Q山口#5のスティールからの
ランシューで始まる。そのまま山口が抜け出そうとするが、豊浦#9がゴール下で頑張り、一進一退の
攻防を展開する。終了間際、豊浦#4がシュートを決め、29-27と豊浦リードで前半終了。3Q山口はモー
ションオフェンスから得点を重ねる。豊浦は１対１からのジャンプシュートで点を取る。山口#13の３
Ｐが決まり残分３で山口８点リード。その後、両者守りあい39-46山口リードで4Qへ。4Qいきなり豊浦
#10の３Ｐが決まり、山口残分８でＴＯ。ＴＯ後豊浦#10の１対１が止まらない。残分６で一気に２点
差まで追いつく。観客が息を呑み見守る中、山口焦らずOFFをコントロール。対する豊浦は１対１で観
客を魅了する。山口DEFプレッシャーから速攻を出し、残分４で８点リード。たまらず豊浦ＴＯ。ＴＯ
後一気に豊浦#5のバスカンなどで１点差に追いつくが、山口#6の連続シュートで残分１で６点差まで
広げる。豊浦のファールゲームをものともせず、山口が６２－７３と逃げ切り、３年ぶり９回目の全
国大会の切符を手にした。
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